
 

 

 

第４２回 運営推進会議 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：令和 6年 8月 28 日（水）14：00～15：00 

 

 

 

 

輝ららのさんぽ道 

グループホーム・看護小規模多機能ホーム 

 

 

 



議事 

1. 施設長挨拶  

2．運営推進委員の紹介 

3．利用者状況の報告 

4．外部評価について 

5. 意見収集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1． 管理者挨拶 

 看護小規模でコロナ 7/26～8/2 までクラスターにより通いサービスを一時休止。職員の

感染は無くご利用者様も軽症の方が多い状況であった。 

 

運営推進委員の紹介 

益 田 市 高 齢 者 福 祉 課 1 名 

Ｇ Ｈ ご 利 用 者 ご 家 族 様 代 表 1 名 

看 多 機 ご 利 用 者 ご 家 族 代 表 1 名 

地 域 代 表 1 名 

知 見 を 有 す る 者 1 名 

 

3． 利用者様状況の報告 

 ・利用者状況 

グループホーム               令和 6年 8月 23 日現在 

 平均要介護度：2.55 

 平均年齢  ：89.3 歳 

男性のご利用者様が看取りとの診断が出たが、現在体調が回復してきている。 

関わっていく中で、特に食事や水分補給を意識して取り組む事で現状に繋がった。 

 

看護小規模多機能ホーム           令和 6年 8月 23 日現在 

性別 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 

男性 2 名 2 名 0 名 1 名  5 名 

女性 3 名 7 名 4 名 0 名  14 名 

計 5 名 9 名 4 名 1 名  19 名 

   平均要介護度：（男性：1.7 女性：2.2） 2.1 

平均年齢 ：87.49 歳（男性：87.89 歳、女性：87.34 歳） 

看護小規模の相談件数が増えてきている。周りの関係者からの評判もよく利用に繋がってい

る。 

事業所の特性上、入院などがありご利用人数の増減が激しい。 

医療の訪問看護を７月から開始。現在までで３件の利用。 

6 月～7月利用状況・累計利用回数(月) 

 登録者数 通所 訪問 泊り 

6 月 21 347 259 120 

性別 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 

男性     1 名  1 名 

女性  3 名 2 名 1 名 1 名 １名 8 名 

計  3 名 2 名 1 名 2 名 １名 9 名 



7 月 21 338 242 124 

※7 月 26 日にコロナウイルス感染症の陽性者を確認（利用者２名より）当日、利用者様全

員と職員の抗原検査を実施し 1名の陽性者がありました。 

翌 27 日に更に 3 名の方が陽性反応となり合計 6 名のご利用者様がコロナの陽性となり、27

日より 5日間のデイサービス中止し訪問に切り替え 8月 2日より再開しました。 

（職員感染はなし） 

（グループホーム）7月～8月まで 

 ヒヤリハット   2 件 

 ・居室ベッドと壁の間に頭が挟まり落ちそうになっていた  1 件 

 ・消毒用のコットンをご自分でコップに入れられ飲もうとされていた  １件 

  

事故報告 （ 7 件 ） 

・転落（ソファー・ベッド）   2 件 

・尻もち  １件 

・ご自分の洗顔を歯磨き粉だと勘違いして歯磨きされていた  1 件 

・朝に前日の夕食後の薬が残っていた   1 件 

・右手甲部に皮下出血を発見する  1 件 

・更衣時に胸部の打撲痕を発見する １件 

 

看護小規模多機能ホーム）7月～8月まで 

 事故報告  （ 4 件） 

・服薬ミス   1 件  

・転倒（トイレ）  2 件 

・ご家族のお迎え時車に乗って頂き、手をドアに置いてあった事に気付かず 

ドアを閉めて手を挟んだ 1 件 

  

事業所の報告 

【グループホーム】 

介助が多い方が増えた為、皮下出血による痣が多く事故報告が増えている。 

痣を作らない介助方法の検討。痣を無くす目標を設定しゼロを目指している。 

 

【看護小規模】 

コロナ感染症の予防を引き続き行っていく。罹患者が出たときには速やかに対応し拡大防止

に努める。 

 

【活動報告】 

普段過ごされている様子をスライドで紹介。 

 

【その他】 

10/26（土）に秋祭りを開催予定。 



 

【ご意見・ご感想】 

（椋木様） 

緊急避難に関して。家族が普段一緒に生活しているが、緊急時には地域の避難活動に参加し

ないといけない。そのような場合は避難先としてお願いできるのだろうか？ 

A. 在宅で過ごしている方へ向けた BCP の作成を行い、災害対策を行っていく。 

 

（豊田様） 

益田市として BCP に関しての研修を今年度中に予定している。 

研修の日程に関して決まれば連絡します。 

 

（林様） 

股関節の手術で入院中、表情が乏しく活気がなかったが施設に戻り生活リハビリを行ってい

るうちに笑顔が増えた。母にとって幸せな環境で職員のみなさんが頼もしく思う。 

 

 

 

 

次回の予定 10 月 30 日(水)14：00～（案） 


